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□全体報告者による発表

□あいち・なごや宣言※1の発表と採択

□ESD に関するグローバル・アクション・プログラム※2（GAP）の発表

□GAP 実施方針の発表

□ESD あいち・なごや子ども会議からのメッセージ発表

□閉会の辞 丹羽秀樹 文部科学副大臣、チエン・タン ユネスコ事務局長補

※１ 「ESD に関するグローバル・アクション・プログラム（GAP）」の具体的な実施に向けて、各ス

テークホルダーがESDを更に強化し、そのための行動を起こすことを宣言したもの。宣言では、

ESD の重要性を確認し、これまでの「国連 ESD の 10 年」の成果を総括するとともに、GAP の実

施に向けて全てのステークホルダー、加盟国、ユネスコへ呼びかけを行う内容が盛り込まれて

いる。

※２ 2013 年 11 月の第 37 回ユネスコ総会で採択された「国連 ESD の 10 年」の後継プログラム。５

つの優先行動分野（(1)政策的支援、(2)機関包括的取組、(3)教育者の育成、(4)若者の参加の

支援、(5)地域コミュニティの参加の促進）を定め、ステークホルダーからコミットメントと

いう形で 2015 年以降の具体的な計画を収集し、2015 年以降の ESD の取組を推進する。

【あいち・なごや宣言（要約）】

○ 2014 年 11 月 10 日から 12 日まで愛知県名古屋市で開催された「ESD に関するユネスコ世界会議」の

参加者である我々は、持続可能な開発に関する経済、社会、環境分野のバランスの取れた統合がで

きるようにこの宣言を採択し、持続可能な開発のため教育（ESD）の更なる強化と拡大のための緊急

の行動を求める。

○ この宣言は、国連 ESD の 10 年（2005～2014）の成果、ESD ユネスコ世界会議及び岡山市で開催され

たステークホルダーの主たる会合、さらにその他の関連イベントや協議プロセスの審議に基づく。

○ 我々は ESD ユネスコ世界会議の開催国である日本政府に心から感謝する。

１ 国連 ESD の 10 年の多大なる功績を祝し、

２ 国連 ESD の 10 年の実施に積極的に参加した多くの政府、国連機関、非政府組織、教育機関・組

織、学校の教育者と学習者、地域と現場、ユース、科学コミュニティ、学術界、その他のステー

クホルダー、同 10 年の主導機関であるユネスコに感謝し、

３ リオ＋20 の成果文書「我々が望む未来」に含まれる ESD の国際的なコミットメントを想起し、

４ グローバル・アクション・プログラム（GAP）が、教育、訓練、学習の全てのレベル及び分野に

おいて ESD の行動の導入、拡大を目指していることに留意し、

５ ESD を持続可能な開発の実施のための極めて重要な方法として再確認し、

６ 包括的な質の高い教育と生涯学習に不可欠で、変化させる力を持つ要素として、また持続可能な

開発を可能にするものとして ESD の国際的な認知の高まりを歓迎し、

７ ユネスコ/日本 ESD 賞※の創設を評価し、

我々参加者は、

８ 学習者自身及び学習者が暮らす社会を変容させる力を与える ESD の可能性を重要視し、

９ ESD は、先進国と発展途上国の両方が貧困撲滅、不平等の縮小、環境保護、経済成長のための努
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力の強化に取り組む機会であり、責任であることを強調し、

10 ESD の実践は、文化、平和、伝統知、先住民の英知、人権、男女平等、民主主義、社会主義のよ

うな普遍的原則とともに、地元、国内、地域、世界の文脈を充分に考慮すべきであることを強調し、

11 関係する全てのステークホルダーが表明した ESD への参加に感謝し、

12 包括的な質の高い教育及び生涯学習をとおして、GAP 開始のモメンタムの構築及び維持を約束し、

13 関係する全てのステークホルダーが、相乗的な方法で、a）明確なゴールを設定し、b）活動を開

発、支援、実施し、c）経験を共有するためのプラットフォームを構築し、d）GAP の五つの優先行

動分野におけるモニタリング及び評価の方法を強化するよう求め、

14 全ての関係するステークホルダーが、ユースをキーとなるステークホルダーとして尊重しながら、

部門や分野の境界を越えて共同的で可変的な知識の生産、普及、活用、イノベーションの促進に従

事するよう促進し、

15 ユネスコ加盟国の政府に以下のような更なる取組を求める。

a）教育、訓練、及び持続可能な開発政策への ESD の統合を強化し、教育、訓練、職能開発が充分

に ESD を取り入れることを確保し、

b）政策を行動に移すために実質的な資源を配分、結集し、

c）第一に ESD を教育の目標として残し、第二に世界会議（2014）の成果を世界教育フォーラム

（2015）において考慮されるよう保証することでポスト 2015 年アジェンダ及びそのフォローア

ッププロセスに ESD を反映、強化させる。

16 ユネスコ事務局長に以下のことを求める。

a） 政府、他の国連機関、開発パートナー、民間企業、市民社会と協力し、ESD のグローバルリー

ダーシップを提供し、政策の共同作用を支援し、ESD に関するコミュニケーションを円滑化し、

b） ESD を実施するための新たなモメンタムを構築し、パートナーシップを活用し、ユネスコスク

ール、ユネスコチェア、ユネスコが支援するセンター、生物圏保存地域及び世界遺産の国際ネ

ットワークなどのネットワークを活用、動員し、

c） ESD の資金を含む適切な方策を保証する重要性を支援する。

※「国連 ESD の 10 年」のフォローアップである「ESD に関するグローバル・アクション・プログラ

ム（GAP）」のビジビリティを高め、次の５年間(2015-2019)、GAP の５つの優先行動分野の１つ

以上において、ESD の推進に顕著な貢献のあった者（毎年３件程度）に対し、それぞれ５万ド

ルの奨励金が授与される。

なお、あいち・なごやでの「閣僚級会合及び全

体の取りまとめ会合」に先立ち、2014 年（平成

26 年）11 月４日(火)から７日(金)まで岡山市に

おいて、国連機関、研究者、学校関係者等各種ス

テークホルダーの会合が開催されました。

【岡山市で開催された各種ステークホルダーの主たる会合】

■ユネスコスクール世界大会 11 月６日（木）から８日（土）まで

■ユース・コンファレンス 11 月７日（金）

■持続可能な開発のための教育に関する拠点の会議 11 月４日（火）から７日（金）まで
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3　世界会議に向けた開催地元の取組
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・ 半年前イベント「ESD フェスタ 2014 in 尾張」

にて広報大使任命式、トークイベントに出演

・ 啓発チラシ「ESD なるほど！なっとく！BOOK」

の作成

・ イベント配布用ノベルティ（ステッカー）

の作成

・ PR 用等身大パネルを県及び県内全市町村の

庁舎に設置（７月１日から 11 月 13 日まで）

エ ESD 愛・地球プロジェクトの展開

県では、ESD PRキッズユニット「sweet
スイート

magic
マジック

」

やESD PR隊「ESD LOVEARTH
ラ バ ー ス

」を組織し、市町村イ

ベントでのパフォーマンス、学校訪問、市町村長

への表敬訪問等を通じてPR活動を行う「ESD 愛・

地球プロジェクト」を展開しました。（平成 26 年

５月から 11 月まで）。

オ 企業セミナーの開催

支援実行委員会では、世界会議開催を契機とし

て企業と ESD との関連を意識づけるため、企業向

けの ESD に係るセミナーをメッセナゴヤ 2014（平

成 26 年 11 月５日～８日、ポートメッセなごや）

と連携して実施しました。

【ESD 企業セミナー】

日 時：平成 26 年 11 月６日（木）

場 所：ポートメッセなごや イベント館２階ホール（名古屋市港区）

内 容：①基調講演

講師 生物学者／早稲田大学教授 池田 清彦 氏

ほんとうの環境問題 ～持続可能な開発とともに～

②パネルディスカッション

ファシリテーター 中日新聞論説委員 飯尾 歩 氏

パネリスト

東邦ガス㈱ 服部 雅夫 氏

ユニーグループ・ホールディングス㈱ 百瀬 則子 氏

㈱山田組 山田 厚志 氏

ESD PR キッズユニット「sweet magic」

広報大使の等身大パネル
ESD PR 隊「ESD LOVEARTH」による学校訪問

パネルディスカッション
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町永俊雄氏（元 NHK アナウンサー）をファシリテーターに迎え、県内の６市が連携・

協力機関とともに ESD 関連事業を発表

発表市 連携・協力機関 取 組 名

名古屋市 EPO 中部 なごや環境大学

一宮市 NPO 法人志民連いちのみや 市民が選ぶ市民活動支援制度

半田市
はんだ環境パートナーシップ

会議推進部会
もったいないバザール

碧南市 アイシン精機㈱
碧南海浜水族館における企業と連携した

絶滅危惧種の保全活動

刈谷市 県立刈谷北高等学校 学校 ESD プロジェクト

犬山市 NPO 法人犬山里山学センター
行政と市民協働による環境学習の持続

的展開

⑤スペシャルトーク

古田敦也氏（元東京ヤクルトスワローズ監督）

「古田流人材育成」

ウ あいち・なごやの ESD 交流・発信の場（併催

イベント）の開催

支援実行委員会では、世界会議の開催に併せ、

日本政府や自治体、NPO、NGO、学術機関、企業な

ど、ESD に取り組む多様な主体が集い、交流し、

発信する場を提供するため、名古屋・栄地区、名

古屋国際会議場及びその周辺の白鳥地区におい

て、併催イベントを開催しました。

【あいち・なごや ESD 交流フェスタ】

＜栄会場（オアシス 21）＞

日 時：平成 26 年 11 月８日（土）～12 日（水）

場 所：オアシス 21 銀河の広場（名古屋市東区）

内 容：政府、支援実行委員会等によるブース展示・ワークショ

ップのほか、ステージでは SKE48 や BOYS AND MEN など

の日替わりゲストを迎えて楽しみながらESDを知ってい

ただく「ESD トーク＆ライブ」、CBC ラジオ番組公開イベ

ント「ESD 応援ウィーク」などを実施

スペシャルトーク

オープニングセレモニー（栄会場）

６市による取組発表
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中部大学第一高等学校

毎年、国際協力活動に取り組んでいます。フェアトレード活動では、

JICA 中部を訪問し、世界の経済格差と発展途上国の現状を学びます。そ

して、文化祭で世界の現状を紹介するとともに、フェアトレード商品の

委託販売を行っています。また、世界寺子屋運動については、教育を受

けられない子どもが世界中にいるという現状を学び、名古屋国際センタ

ーの協力を得て、展示発表と書き損じはがきの回収を行っています。い

ずれの活動でも、「世界の現状を知ること」、「行動を起こすこと」の二

つを重要視しています。

（エ）企業・経済界の取組

世界をリードするモノづくりの拠点として、

環境に優しい商品開発など、持続可能な社会に

配慮した活動を、多くの企業が進めています。

また、ESD の視点を取り入れた人材育成や、NPO、

学校など地域と連携した環境学習プログラム

などの CSR 活動に取り組み、それらをサステイ

ナビリティレポートとしてまとめるなど、企業

においても、ESD に関連したさまざまな取組

を行っています。

（オ）NPO の取組

意識を持った者が自発的に集まり、公益の増

進を目的に活動を行う NPO は、ESD の実施主体

として最も期待される主体の一つであり、県内

でも多くの NPO が ESD の実践に取り組んでいま

す。

フェアトレード活動

きれいな海を守る心を広げるためのプログラム

(環境ボランティアサークル亀の子隊)

企業緑地における学生との協働による活動

(命をつなぐ PROJECT 学生実行委員会) 

子ども環境学習「エコロお店探検隊」

（ユニーグループ・ホールディングス㈱）

環境学習プログラム

(アイシン精機㈱) 

自然ふれあい体験プログラム

(トヨタ自動車㈱) 
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